






先生は，2020年 3月 31日，本学をご退職されました。SWANSON先生は 33年 9ヶ月，
市瀬先生は 33年，そして鳥巣先生は 28年の長きにわたり本学における教育研究なら
びに研究所・学部・大学執行部等の運営に携わり，大学全体の発展のために大変ご尽
力くださいました。ご退職にあたって，先生方のご功績を称え，本学から名誉教授の
称号を贈呈いたしました。また，このたび南山学会は，深甚なる敬意と感謝の念を込
めて，退職記念号として『アカデミア』人文・自然科学編　第 22号を発刊すること
にいたしました。ささやかではありますが，これが多少なりとも先生方へのご恩返し
になれば望外の幸せに存じます。
　SWANSON先生は，University of Wisconsin-Madison仏教学科博士課程を修了後，
1986年に本学の研究所共通職員として着任後，文学部助教授を経て，1994年に教授
に就任されました。2000年の改組により総合政策学部教授となり，その後 2004年に
人文学部教授となられました。1990年に南山宗教文化研究所第一種研究所員となら
れ，2001年から 10年にわたり南山宗教文化研究所長を務められ，研究所総合委員会
委員長の要職も務めてくださいました。また，学内外において活発に研究活動をされ，
大きな賞を受けられるなど多くの業績を著していらっしゃいます。
　市瀬先生は，イタリア国ローマ教皇庁立聖アンセルモ典礼学研究所修士課程を修
了後，1987年に，名古屋市昭和区隼人町にあった南山短期大学講師として着任され，
助教授を経て，2002年に教授に昇格され，2011年より南山大学短期大学部教授とな
られました。短期大学では，指導司祭，宗教教育委員会などの委員長を務められ，そ
の後，2011年に短期大学が南山大学短期大学部に名称変更され，校舎が大学名古屋
キャンパスへ移転されてからも，大学指導司祭，宗教教育委員長としてご活躍されま
した。2017年からは南山学園理事長を務められ，南山学園に多大なご貢献をいただ
いております。また，神学，キリスト教学，典礼学に関する研究業績を著していらっ
しゃいます。
　鳥巣先生は，オーストリア共和国ウィーン大学カトリック神学部博士課程を修了
後，1990年に，本学に非常勤講師として着任され，文学部助教授を経て，1998年に
教授に就任，2000年の改組により人文学部教授となられました。学内では，南山大
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学評議会評議員，宗教教育委員会委員長，大学指導司祭，2008年には南山短期大学長，
そして 2017年からは南山大学長に就任されるなど数々の要職を務めてくださいまし
た。また，着任以来，組織神学，実践神学に関する研究業績を著していらっしゃいます。
　先生方の長年にわたる献身的な教育・研究，さらには大学運営への多大なる貢献が
あってこそ，現在の南山大学があるといえます。この偉大なご功績に心より感謝し，
今後も南山大学がさらなる発展を遂げられるよう，全員で努力していく所存です。ご
退職後も変わらぬご指導とご鞭撻を賜りますよう，よろしくお願い申し上げます。
　最後に，ご多忙中にもかかわらず玉稿をお寄せくださいました皆様方に御礼を申し
上げますとともに，先生方におかれましては，今後ともご自愛の上，いつまでもご健
康でご活躍なされますよう，心よりお祈り申し上げます。
